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はじめに  

 

後期高齢者医療制度につきましては、平成 20年４月の運用開始から

12年目となり、元号が改まり令和の年を迎えることとなりました。こ

の間に、被保険者の皆様を始め、医療機関、市町その他関係機関の皆

様の御理解と御協力のもと、健全かつ円滑な運営が図られてきており

ますことに、厚く御礼を申し上げます。  

 

 人口の高齢化等により高齢者医療費が増加する中、全ての方が安心  

して医療を受けられる社会を維持するには、高齢者と若者の世代間公  

平や高齢者世代内の公平が図られるよう、負担能力に応じた御負担を  

いただく必要があります。そのため、国においては、平成 29年度から  

保険料の軽減特例や高額療養費の上限額について、段階的な見直しを  

行っております。平成 30年度においても、低所得者の所得割の２割軽

減の廃止や元被扶養者の均等割の７割から５割への軽減縮小、現役並

み所得者の高額療養費上限額の３区分への細分化などの改正が行われ

ました。  

当広域連合におきましては、これら制度見直しにしっかりと対応し

ていくとともに、被保険者の皆様が安心して必要な医療を受けること

ができるよう、これまで以上に関係機関の皆様と密接な連携を図りな

がら、医療費適正化の推進や保健事業の充実を図るなど、適切な制度

運営に努めてまいります。  

 

 この年報は、平成 30年度における事業実績をまとめたものでありま

すので、事務の参考、統計資料として御活用いただければ幸いです。  

 

令和元年 10月  

栃木県後期高齢者医療広域連合  

広域連合長   佐  藤  栄  一  
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Ⅰ 栃木県後期高齢者医療 

広域連合の概況 

 

 



１ 広域連合の概要

(1) 広域連合設立の経緯

平成 18 年６月に公布された「健康保険法等の一部を改正する法律」に基づ

き、従来の老人保健 制度に代わって新た に後期高齢者医療制 度が創設される

ことになるとともに、本制度については広域連合が運営主体とされました。  

栃木県においては、これらを受けて直ちに広域連合の設立に向けた検討に

着手し、平成 18 年９月に設立準備委員会を設置しました。  

そ の後、広域連合規 約に係る県内各市議 会及び町議会の議決 を経た後、栃

木県知事の設立許可を受けて、平成 19 年２月１日、栃木県内のすべての 33

市町を構成団体とする栃木県後期高齢者医療広域連合が設立されました。  

・事務局員数 34 名（平成 31 年３月 31 日現在）

(2) 設立年月日

平成 19 年２月１日

(3) 広域連合長

 佐藤 栄一（宇都宮市長）

(4) 所在地

栃木県宇都宮市本町３番９号 栃木県本町合同ビル２階

(5) 構成団体

栃木県内の全 25 市町（ 14 市 11 町）

市
宇都宮市、足利市、栃木市、佐野市、鹿沼市、日光市、小山市、真岡市、  

大田原市、矢板市、那須塩原市、さくら市、那須烏山市、下野市  

町
上三川町、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町、壬生町、野木町、塩谷町、

高根沢町、那須町、那珂川町  

(6) 予算規模

平成 30 年度当初予算 一般会計  210,703 千円

特別会計   208,037,523 千円

合 計   208,248,226 千円

(7) 後期高齢者医療被保険者数

 264,856 人 （平成 31 年３月 31 日現在）
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２ 広域連合の沿革

(1) 広域連合設立に向けての準備

平成 18年  6月  政策懇談会後期高齢者医療広域連合委員会設置

後期高齢者医療広域連合設立準備作業チーム編成

9月  広域連合設立準備委員会設置

（宇都宮市本町 10番７号に事務局を置く）

平成 19年  1月  栃木県知事あてに、広域連合設立を申請

栃木県知事が、広域連合設立を許可

(2) 広域連合設立以降  

平成 19年  2月 広域連合設立

広域連合長選挙

初代広域連合長に吉谷宗夫氏（足利市長）選出

2月～ 3月 各市・町の議会において広域連合議会議員選挙  

平成 19年第１回議会臨時会  

初代副広域連合長に清水英世氏（壬生町長）選出

初代議長に千保一夫氏（大田原市長）、  

初代副議長に山越密雄氏（佐野市議会議長）選出

8月 第１回運営懇談会  

9月 第２回運営懇談会  

10月 平成 19年第２回議会定例会  

11月 平成 19年第３回議会臨時会  

平成 20年  1月 情報公開・個人情報保護審査会  

2月 平成 20年第１回議会定例会  

3月 後期高齢者医療被保険者証発行  

事務所移転（宇都宮市本町３番９号栃木県本町合同ビル２階）

4月 後期高齢者医療制度施行  

5月 広域連合議会議員全員協議会  

厚生労働大臣宛てに、議長名にて『制度の骨格を堅持しつ

つ、改めるべき点は改められたい』との趣旨の要望書提出  

7月 平成 20年第２回議会臨時会  

10月 平成 20年第３回議会定例会  

  11月 第３回運営懇談会  

平成 21年  2月 平成 21年第１回議会定例会  

5月 平成 21年第２回議会臨時会  

第２代議長に佐藤栄一氏（宇都宮市長）、  

第２代副議長に酉田智雄氏（足利市議会議長）選出
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6月  広域連合長選挙  

第２代広域連合長に千保一夫氏（大田原市長）選出  

10月  平成 21年第３回議会定例会  

第３代副議長に永島源作氏（藤岡町長）を選出  

11月  第４回運営懇談会  

平成 22年  2月  平成 22年第１回議会定例会  

6月  平成 22年第２回議会臨時会  

第３代議長に岡部正英氏（佐野市長）、  

第４代副議長に真瀬宏子氏（野木町長）選出  

広域連合長選挙  

第３代広域連合長に佐藤栄一氏（宇都宮市長）選出  

     10月  平成 22年第３回議会定例会  

         第２代副広域連合長に古口達也氏（茂木町長）選出  

     11月  第５回運営懇談会  

 平成 23年  2月  平成 23年第１回議会定例会  

     10月  平成 23年第２回議会定例会  

     11月  第６回運営懇談会  

 平成 24年  2月  平成 24年第１回議会定例会  

     10月  平成 24年第２回議会定例会  

         副議長に真瀬宏子氏（野木町長）再選出  

     11月  第７回運営懇談会  

情報公開・個人情報保護審査会  

        広域連合長選挙  

         広域連合長に佐藤栄一氏（宇都宮市長）再選出  

平成 25年  2月  平成 25年第１回議会定例会  

     10月  平成 25年第２回議会定例会  

         議長に岡部正英氏（佐野市長）再選出  

     11月  第８回運営懇談会  

 平成 26年  2月  平成 26年第１回議会定例会  

     10月  平成 26年第２回議会定例会  

副広域連合長に古口達也氏（茂木町長）再選出  

     11月  第９回運営懇談会  

 平成 27年  2月  平成 27年第１回議会定例会  

10月  平成 27年第２回議会定例会  

     11月  第 10回運営懇談会  

平成 28年  2月  平成 28年第１回議会定例会  

    10月  平成 28年第２回議会定例会  

        副議長に真瀬宏子氏（野木町長）再選出  
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    11月  第 11回運営懇談会  

        広域連合長選挙  

         広域連合長に佐藤栄一氏（宇都宮市長）再選出  

    12月  情報公開・個人情報保護審査会  

平成 29年  2月  情報公開・個人情報保護審査会  

       平成 29年第１回議会定例会  

    10月  平成 29年第２回議会定例会  

        議長に岡部正英氏（佐野市長）再選出  

11月  第 12回運営懇談会  

 平成 30年  1月  情報公開・個人情報保護審査会  

2月  平成 30年第１回議会定例会  

    10月  平成 30年第２回議会定例会  

        副広域連合長に古口達也氏（茂木町長）再選出  

11月  第 13回運営懇談会  

      12月  情報公開・個人情報保護審査会  

平成 31年  2月  平成 31年第１回議会定例会  
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３  広域連合の組織（平成 31年３月 31日現在）  

 

(1) 組織図  

総務課

・総務担当
・財務担当

広域連合長

副広域連合長

事務局長

事務局次長

会計課

監査委員

選挙管理委員会

議会

会計管理者

管理課

・資格電算担当
・保険料担当

給付課

・給付担当
・審査保健担当

 

 

 

 

(2) 執行機関及び各種委員等  

  ①広域連合  

役  職  氏  名  備  考  

広域連合長  佐藤  栄一  宇都宮市長  

副広域連合長  古口  達也  茂木町長  

会計管理者  鈴木  康子  矢板市会計管理者  

事務局長  國政  英夫   
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②選挙管理委員会  

役  職  氏  名  備  考  

選挙管理委員会委員  

入江  隆三  識見者  

齋藤  紀康  識見者  

青木  貞夫  識見者  

寺田  光夫  識見者  

選挙管理委員会補充員  

毎澤  典子  識見者  

神山  治  識見者  

金田  幸子  識見者  

荒井  文昭  識見者  

 

③監査委員  

役  職  氏  名  備  考  

代表監査委員  廣澤  敬行  識見者  

監査委員  平野  喜万  
広域連合議会議員  

（ 茂 木 町 議 会 議 員 ）  

 

 

 

 

 

- 6 -



４  広域連合の議会  

 

(1) 概要  

栃木県後期高齢者医療広域連合議会の議員定数は、 33名です。  

広域連合議会議員は、栃木県内の全ての市・町の長または議員の中から、

市町議会の選挙により選ばれています。  

なお、議員の任期は、各市・町における長または議員としての任期により

ます。  

(2) 議員名簿（平成 31年３月 31日現在）  

 

議　長

副議長

番　号

１

14

15

16

　選出市町名 　氏　　　名

小 山 市

真 岡 市

８

９

10

11

12

13

２

３

４

５

６

７

議員

足 利 市

栃 木 市

佐 野 市

鹿 沼 市

日 光 市

議長

公職名

岡部　正英　　　　　佐野市長

真瀬　宏子　　　　　野木町長

髙橋　美幸 議員

宇都宮市 岡本　芳明

渡辺　道仁

議員

市長

市長

市長

市長

市長

市長

大田原市

和泉　　聡

渡辺　　悟

大川　秀子

大阿久　岩人

岡部　正英

高橋　　功

佐藤　　信

大島　久幸

大嶋　一生

市長

市長

議長

議長

議員

議長

大久保　寿夫

小川　　亘

石坂　真一

津久井　富雄

18 市長
那須塩原市

19 君島　一郎 議長

32

33

23

24

25

町長

町長

番　号　選出市町名 　氏　　　名 公職名

17 矢 板 市 齋藤　淳一郎 市長

31

さくら市 ・塚　隆志 市長

市長

市長

町長

町長

26

27

28

29

30

20

21

22

町長

町長

那須烏山市 川俣　純子

下 野 市 広瀬　寿雄

上三川町 星野　光利

議員

町長

町長

町長

町長

芳 賀 町 見目　　匡

壬 生 町 小菅　一弥

野 木 町 真瀬　宏子

益 子 町 大塚　朋之

茂 木 町 平野　喜万

市 貝 町 入野　正明

那 須 町 平山　幸宏

那珂川町 福島　泰夫

塩 谷 町 見形　和久

高根沢町 加藤　公博
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５  運営懇談会  

 

制度の健全かつ円滑な運営のため、被保険者及び学識経験者等の方々から

幅広い意見を聴取することを目的として設置しています。  

 

(1) 運営懇談会委員名簿（平成 31年３月 31日現在）  
 

委員の区分  氏  名  

被保険者を代表する委員  
髙栁  瑞穂  仁平  二三  

束原  勸  浅野  光三  

保険医又は保険薬剤師を  

代表する委員  

前原  操  植原  雅章  

高梨  晃一   

公益を代表する委員  渡辺  悟  小林  敦雄  

被用者保険等保険者を  

代表する委員  
宮﨑  務  村上  浩  

学識経験者を代表する委員  丸木  一成  亀田  隆夫   

 

(2) 平成 30年度開催実績  

平成 30年 11月７日  第 13回運営懇談会（於：栃木県自治会館）  

 

６  情報公開・個人情報保護審査会  

 

情報公開条例及び個人情報保護条例の適正かつ円滑な運営のために設置し

ています。  

 

(1) 審査会委員名簿（平成 31年３月 31日現在）  
 

委員の区分  氏  名  

学識経験者を代表する委員  

岡村  世里奈  

髙橋  秀行  

伊藤  一  

束原  勸  

刑部  郁夫  

 

(2) 平成 30年度開催実績  

平成 30年 12月 10日  情報公開 ･個人情報保護審査会（於：事務局会議室）  

 

(3) 平成 30年度情報公開・個人情報保護制度運用状況  

 情報公開制度  個人情報保護制度  

開示請求  0件  9件  

全部開示  0件  8件  

部分開示  0件  1件  

非開示  0件  0件  

不服申立て  0件  0件  
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７  保険者機能強化の取組  

 
(1) 目的  

   高齢化が進行する中、制度の安定的な運営を図るため、収納率の向上や医療

費の適正化、保健事業の推進など、保険者機能の強化に取り組んでいます。  

 

(2) 取組内容  

①保険料収納対策  

  ・収納推進計画に基づく収納対策の推進  

  ・収納推進計画実施状況の分析・情報提供等  

 ②保健事業   

  ・健康診査事業  

  ・歯科健康診査事業  

・重複・頻回受診者訪問指導事業  

・長寿・健康増進事業  

・「健康づくり体験談」募集事業  

③医療費適正化事業  

・医療費通知事業  

  ・ジェネリック医薬品普及・啓発事業  

  ・レセプト点検  

  ・療養費患者調査  
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８  電算処理システムの概要  

 

(1) 電算処理システム  

後期高齢者医療制度の業務は、「後期高齢者医療広域連合電算処理システム」

(以下「標準システム」という。 )を中心に行われています。このシステムは、

構成する市町をはじめ、関係機関と情報をやりとりすることにより、様々なデ

ータを処理しています。  

 

(2) 標準システムの主な業務内容  

標準システムにおける電算処理には、市町に設置してある窓口端末を用いて

の広域連合サーバへのデータ入力や窓口において帳票出力を行うオンライン処

理と、市町や関係機関から連携されて広域連合で管理しているデータを基に広

域連合サーバで行う一括処理、情報連携ネットワークを通じた情報連携があり

ます。  

 

各業務区分の主な処理内容  

業務区分  主な処理内容  

資格業務  

・市町から送付 された被保険者等の異動情報を取り込み、被保険

者情報等の更新・管理を行う。  

・更新された被保険者情報等を基に負担区分の判定を行い、被保

険者証等の発行を行う。  

・各種統計資料を作成する。  

保険料業務  

・市町から送付 された所得・課税情報を取り込み、保険料賦課に

必要となる所得情報の管理を行い、保険料計算・賦課を行う。  

・保険料の収納情報等の更新・管理を行う。  

・翌年度以降の保険料率の算定を行う。  

・各種統計資料を作成する。  

給付業務  

・審査支払機関から提供されたレセプト情報ファイルを取り込み、

レセプト情報の更新・管理を行う。  

・高額療養費等の各種支給処理を行う。  

・医療費通知や後発医薬品差額通知書の作成を行う。  

・各種統計資料を作成する。  

 

(3) 標準システムのバージョンアップ  

標準システムは、機能追加や機能改善及び不具合対策のために、バージョン

アップ及びリビジョンアップを実施しており、平成 30年度においては６回のバ

ージョンアップ等を実施しています。  
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システム概要図 
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支払 
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